
○
地
方
行
政
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
三
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
出

提
　
出

月
　
日

本
院
に
受
領

又
は
（
衆
）
へ

送
付
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

18

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

五
八
、
二
、
八

　
五
八
、
三
、
二
五

受
　
　
　
　
領

五
八
、
三
、
四

　
　
（
予
）

五
八
、
三
、
三
〇

可
　
　
決

五
八
、
三
、
三
一

可
　
　
決

五
八
二
、
二
二

五
八
、
三
、
二
四

可
　
　
決

五
八
、
三
、
二
五

可
　
　
決

五
八
、
三
、
四

本
会
議
で

趣
旨
説
明

聴
取

23

地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

二
、
一
〇　
　
　
四
、
二
八

受
　
　
　
領

三
、
四

（
予
）

　
　
五
、
一
二

可
　
　
決

　
　
五
、
一
三

可
　
　
決

二
、
二
二

　
　
四
、
二
七

修
　
　
正

　
　
四
、
二
八

修
　
　
正

47

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案

三
、
二
二

　
　
　
五
、
一
七

受
　
　
　
領

五
、
一
二

（
予
）

　
　
五
、
一
九

可
　
　
決

　
　
五
、
二
〇

可
　
　
決

五
、
一
〇

　
　
五
、
一
三

可
　
　
決

　
　
五
、
一
七

可
　
　
決

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
八
号
）
（
衆
議
院

送
付
）

五
八
、
　
二
、
　
八
　
内
閣
提
出

二
、
二
二
　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

三
、
　
四
　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

三
、
二
五
　
衆
可
決

三
、
三
一
　
参
可
決

備
　
　
考



要
旨

　
　
本
法
律
案
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
個
人
の
住
民
税
に
つ
い
て
、
低
所
得
者
層
の
税
負
担
に
配
慮
す

　
　
る
制
度
と
し
て
昭
和
五
十
七
年
度
分
の
所
得
割
に
実
施
さ
れ
た
非

　
　
課
税
措
置
（
非
課
税
限
度
額
は
夫
婦
子
二
人
の
給
与
所
得
者
の
場

　
　
合
、
収
入
金
額
ベ
ー
ス
で
百
八
十
八
万
五
千
円
）
を
昭
和
五
十
八

　
　
年
度
分
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
行
う
こ
と
。
同
居
し
て
い
る
控
除

　
　
対
象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
が
特
別
障
害
者
に
該
当
す
る
場
合
に

　
　
は
、
配
偶
者
控
除
（
現
行
二
十
二
万
円
）
又
は
扶
養
控
除
（
現
行

　
　
二
十
二
万
円
）
の
特
例
と
し
て
二
十
五
万
円
の
所
得
控
除
を
認
め

　
　
る
こ
と
。

　
二
、
法
人
住
民
税
の
均
等
割
の
適
正
化
を
は
か
る
た
め
、
税
率
を
引

　
　
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
税
率
の

　
　
適
用
区
分
を
一
部
改
め
る
こ
と
。

　
三
、
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
、
既
存
住
宅
及
び
そ
の
土
地
に
係
る

　
　
課
税
標
準
の
特
例
措
置
等
を
自
己
の
所
有
す
る
住
宅
に
居
住
し
て

　
　
い
た
者
に
対
し
て
も
適
用
す
る
等
の
ほ
か
、
非
課
税
措
置
の
廃
止

　
　
等
所
要
の
整
理
合
理
化
を
行
う
こ
と
。

　
四
、
た
ば
こ
消
費
税
に
つ
い
て
、
た
ば
こ
の
定
価
改
定
に
伴
い
予
想

　
　
さ
れ
る
た
ば
こ
消
費
税
の
減
収
を
調
整
し
、
定
価
改
定
の
な
い
場

　
合
に
見
込
ま
れ
る
税
収
を
確
保
す
る
よ
う
、
昭
和
五
十
八
年
度
分

　
に
限
り
、
製
造
た
ば
こ
の
売
渡
し
本
数
に
つ
い
て
所
要
の
補
正
を

　
行
う
こ
と
。

五
、
娯
楽
施
設
利
用
税
に
つ
い
て
、
ゴ
ル
フ
場
に
係
る
標
準
税
率
を

　
　
一
人
一
日
に
つ
き
千
百
円
（
現
行
千
円
）
、
ぱ
ち
ん
こ
場
　
一
台

　
に
つ
き
　
月
額
二
百
八
十
円
（
現
行
二
百
五
十
円
）
、
ま
あ
じ
や

　
ん
場
　
一
卓
に
つ
き
　
月
額
八
百
三
十
円
（
現
行
七
百
五
十
円
）
、

　
た
ま
つ
き
場
　
一
台
に
つ
き
　
月
額
千
三
百
円
（
現
行
千
二
百
円
）

　
と
す
る
こ
と
。

六
、
料
理
飲
食
等
消
費
税
に
つ
い
て
、
旅
館
に
お
け
る
宿
泊
及
び
こ

　
れ
に
伴
う
飲
食
に
係
る
基
礎
控
除
額
を
二
千
五
百
円
（
現
行
二
千

　
円
）
と
す
る
こ
と
。

七
、
鉱
区
税
、
狩
猟
者
登
録
税
及
び
入
猟
税
の
税
率
を
お
お
む
ね
十

　
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
引
き
上
げ
る
こ
と
。

八
、
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
、
免
税
点
の
特
例
措
置
（
免
税
点
三

　
十
万
円
、
本
則
は
十
五
万
円
）
及
び
軽
自
動
車
以
外
の
自
家
用
自

　
動
車
に
係
る
特
例
措
置
（
税
率
百
分
の
五
、
本
則
は
百
分
の
三
）

　
の
適
用
期
限
を
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
二
年
延
長
す
る

　
こ
と
。

九
、
軽
油
引
取
税
に
つ
い
て
、
税
率
の
特
例
措
置
（
一
キ
ロ
リ
ッ
ト



　
ル
に
つ
き
二
万
四
千
三
百
円
）
の
適
用
期
限
を
昭
和
六
十
年
三
月

　
三
十
一
日
ま
で
二
年
延
長
す
る
こ
と
（
本
則
の
税
率
は
、
同
一
万

　
五
千
円
）
。

十
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
課
税
限
度
額
を
二
十
八
万
円

　
　
（
現
行
二
十
七
万
円
）
と
す
る
等
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
一
、
日
本
国
有
鉄
道
の
市
町
村
納
付
金
に
つ
い
て
、
東
北
新
幹
線

　
及
び
上
越
新
幹
線
に
係
る
償
却
資
産
の
う
ち
、
法
律
で
定
め
る
も

　
の
の
算
定
標
準
額
に
つ
き
、
新
た
に
特
例
規
定
を
設
け
る
な
ど
所

　
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
以
上
の
ほ
か
、
固
定
資
産
税
、
電
気
税
、
事
業
所
税
な
ど
に
適
用

さ
れ
る
非
課
税
措
置
、
課
税
標
準
の
特
例
措
置
等
に
つ
い
て
所
要
の

整
理
合
理
化
を
行
う
ほ
か
、
地
方
税
負
担
の
適
正
化
等
を
は
か
る
こ
と
。

　
な
お
、
施
行
期
日
は
、
娯
楽
施
設
利
用
税
、
電
気
税
、
軽
油
引
取

税
の
課
税
免
除
の
改
正
は
昭
和
五
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
、
料
理
飲

食
等
消
費
税
の
改
正
は
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
、
そ
の
他
の

改
正
は
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
は
、
地
方
税
負
担
の
現
状

等
に
か
ん
が
み
、
個
人
住
民
税
の
所
得
割
に
つ
い
て
、
低
所
得
者
層

に
対
し
実
施
さ
れ
て
い
る
非
課
税
措
置
を
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
い

て
も
継
続
し
て
行
う
こ
と
、
法
人
住
民
税
の
均
等
割
、
娯
楽
施
設
利

用
税
、
狩
猟
者
登
録
税
等
の
税
率
を
引
き
上
げ
適
正
化
す
る
こ
と
、

料
理
飲
食
等
消
費
税
に
つ
い
て
基
礎
控
除
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、

自
動
車
取
得
税
及
び
軽
油
引
取
税
に
行
わ
れ
て
い
る
税
率
等
の
特
例

措
置
を
二
年
延
長
す
る
こ
と
、
東
北
新
幹
線
及
び
上
越
新
幹
線
の
開

業
に
伴
い
日
本
国
有
鉄
道
の
市
町
村
納
付
金
に
つ
い
て
特
例
規
定
を

設
け
る
こ
と
な
ど
を
主
な
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
個
人
住
民
税
の
減
税
、
非
課
税
規
定

の
整
理
、
地
方
道
路
税
源
の
充
実
・
合
理
化
、
市
町
村
納
付
金
の
適

正
化
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
次
い
で
、
日
本
社
会
党
及
び
日
本
共
産
党
共
同

提
出
に
係
る
修
正
案
に
つ
い
て
、
提
案
者
を
代
表
し
志
苫
委
員
よ
り

修
正
趣
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日

本
社
会
党
を
代
表
し
上
野
委
員
よ
り
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
神

谷
委
員
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
に
反
対
、
修
正
案
に
賛
成
、
自
由
民

主
党
・
自
由
国
民
会
議
を
代
表
し
て
松
浦
委
員
よ
り
原
案
に
賛
成
、

修
正
案
に
反
対
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表
し
て
大
川
委
員
よ
り
、

民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
田
渕
委
員
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案



及
び
修
正
案
に
反
対
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
を
も
っ
て

否
決
さ
れ
、
本
法
律
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
三
号
）
（
衆

議
院
送
付
）

五
八
、
　
二
、
一
〇
　
内
閣
提
出

　
　
　
　
二
、
二
二
　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
三
、
　
四
　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
四
、
二
八
　
衆
修
正

　
　
　
　
五
、
一
三
　
参
可
決

要
旨

　
本
法
律
案
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
地
方
交
付
税
法
の
一
部
改
正

(一)

地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例

1
　
昭
和
五
十
八
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
総
額
は
、
現
行
の

　
法
定
額
（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
の
収
入
見
込
額
の
三
十

　
二
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
精
算
分
の
減
額
等
に
よ
り
七
兆
二
千
十

　
八
億
円
）
に
、
昭
和
五
十
七
年
度
特
例
措
置
に
よ
り
減
額
し

　
た
額
の
繰
上
加
算
額
千
百
三
十
五
億
円
、
臨
時
地
方
特
例
交

　
付
金
二
十
億
円
及
び
借
入
金
一
兆
八
千
九
百
五
十
八
億
円
を

　
加
算
し
た
額
か
ら
、
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計

　
の
借
入
金
に
係
る
昭
和
五
十
八
年
度
分
の
利
子
負
担
の
う
ち
、

　
地
方
負
担
と
さ
れ
た
三
千
四
百
四
十
六
億
円
を
減
額
し
た
額

　
と
す
る
。
（
以
上
の
措
置
に
よ
り
、
昭
和
五
十
八
年
度
地
方

　
交
付
税
の
総
額
は
八
兆
八
千
六
百
八
十
五
億
円
と
な
る
。
）

２
　
後
年
度
の
地
方
交
付
税
の
総
額
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、

　
昭
和
五
十
八
年
度
借
入
金
の
償
還
に
伴
う
措
置
と
し
て
、
借

　
入
純
増
加
額
の
う
ち
二
千
八
十
四
億
円
に
つ
い
て
は
そ
の
十

　
分
の
十
に
相
当
す
る
額
、
そ
れ
以
外
の
額
に
つ
い
て
は
そ
の

　
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
昭
和
六
十
四
年
度
か
ら
昭
和
七

　
十
三
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
、
臨
時
地
方
特
例
交
付

　
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別

　
会
計
の
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
る
。

(二)

基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
方
法
の
改
正

老
人
保
健
制
度
、
特
殊
教
育
諸
学
校
、
下
水
道
等
に
係
る
経



常
経
費
及
び
地
方
債
振
替
措
置
後
の
投
資
的
経
費
の
財
源
に
つ

い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
七
年
度
に

お
い
て
発
行
を
許
可
さ
れ
た
地
方
税
減
収
補
て
ん
債
及
び
地
域

財
政
特
例
対
策
債
の
元
利
償
還
金
を
基
準
財
政
需
要
額
へ
算
入

す
る
。

(三)

基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
方
法
の
改
正

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
の
基
準
財
政
収
入
額
へ
の
算
入

及
び
法
人
関
係
税
等
の
基
準
税
額
の
精
算
年
限
の
延
長
等
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
。

二
、
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正

(一)

地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
に
伴
う
改
正

昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特

別
会
計
の
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
勘
定
の
借
入
金
限
度
額

を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
八
年
度
に
お
け
る
同
勘

定
の
借
入
金
に
係
る
臨
時
地
方
特
例
交
付
金
の
額
を
改
正
す
る
。

(二)

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
経
理

　
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
経
理
を
交
付

税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
、

こ
れ
に
伴
い
同
特
別
会
計
を
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
勘
定

と
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
勘
定
に
区
分
す
る
等
の
改
正
を

　
　
行
う
。

三
、
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

　
　
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
の
使
途
を
拡
大
し
、
同
交
付
金
を

　
道
路
交
通
安
全
施
設
の
管
理
に
要
す
る
費
用
で
政
令
で
定
め
る
も

　
の
に
も
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
同
交
付
金
の
額
は
、

　
反
則
金
収
入
相
当
額
等
か
ら
通
告
書
送
付
費
支
出
金
相
当
額
及
び

　
郵
政
取
扱
手
数
料
相
当
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
ま

　
た
、
同
交
付
金
は
毎
年
度
九
月
と
三
月
に
分
け
て
交
付
す
る
等
の

　
改
正
を
行
う
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
本
法
律
案
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
、

政
府
原
案
の
「
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
」
を
「
公
布
の
日
」
と
す

る
こ
と
等
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
分

　
の
地
方
交
付
税
の
総
額
に
つ
い
て
特
例
措
置
を
講
じ
、
借
入
金
の
増

　
額
等
に
よ
り
所
要
額
を
確
保
す
る
こ
と
、
当
該
借
入
金
の
償
還
に
当

　
た
り
、
一
般
会
計
よ
り
臨
時
地
方
特
例
交
付
金
を
繰
り
入
れ
る
よ
う

　
措
置
す
る
こ
と
、
地
方
債
振
替
後
の
投
資
的
経
費
、
老
人
保
健
制
度

　
の
実
施
等
に
伴
う
経
常
経
費
に
か
か
る
単
位
費
用
を
改
め
る
こ
と
、



交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
を
基
準
財
政
収
入
額
に
算
入
す
る
と
と

も
に
そ
の
使
途
を
拡
大
し
、
交
通
安
全
施
設
の
維
持
管
理
費
に
使
用

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
交
付
税
等
の
特
別
会
計
制
度
に
つ
い
て

関
係
規
定
を
改
正
す
る
こ
と
等
を
主
な
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
歳
出
抑
制
基
調
に
お
け
る
財
源
不
足
、

借
金
依
存
体
質
の
深
刻
化
、
交
付
税
借
入
金
利
子
の
地
方
負
担
、
税

源
配
分
の
見
直
し
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
次
い
で
日
本
社
会
党
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、

日
本
共
産
党
、
民
社
党
・
国
民
連
合
共
同
提
案
に
よ
る
地
方
交
付
税

率
の
引
き
上
げ
等
を
内
容
と
す
る
修
正
案
に
つ
い
て
、
志
苫
委
員
よ

り
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
修
正
案
に
対
し
て
は
、
自
治
大

臣
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
賛
成
い
た
し
か
ね
る
と
の
意
見
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
を
代
表
し
て
佐
藤
委

員
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表
し
て
大
川
委
員
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
神
谷
委
員
、
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
田
渕
委
員

よ
り
、
修
正
案
に
賛
成
、
原
案
に
反
対
の
意
見
が
、
ま
た
、
自
由
民

主
党
・
自
由
国
民
会
議
を
代
表
し
て
松
浦
委
員
よ
り
修
正
案
に
反
対
、

　
原
案
に
賛
成
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
を
も
っ
て

　
否
決
さ
れ
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

　
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
以
上
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四

七
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
、
　
三
、
二
二
　
内
閣
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
〇
　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
七
　
衆
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
二
〇
　
参
可
決

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
長
期
給
付
に
係
る
業
務

　
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
新
た
に
地
方
公
務
員
共
済

　
組
合
連
合
会
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
等
の
ほ
か
、
地
方
公
務
員
定
年

　
制
度
の
実
施
に
伴
い
定
年
等
に
よ
る
退
職
者
に
対
し
長
期
給
付
に
係

　
る
特
例
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お



り
で
あ
る
。

第
一
　
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
設
立
等

　
一
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
設
立

　
(
1
)
　
す
べ
て
の
地
方
公
務
員
共
済
組
合
を
も
つ
て
組
織
す
る
地

　
　
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
を
新
た
に
設
け
る
。
た
だ
し
、

　
　
当
分
の
間
、
公
立
学
校
共
済
組
合
及
び
警
察
共
済
組
合
は
除

　
　
か
れ
る
も
の
と
す
る
。
（
設
立
期
日
は
、
昭
和
五
十
九
年
四

　
　
月
一
日
。
）

　
(
2
)
地
方
職
員
共
済
組
合
連
合
会
は
、
組
合
の
長
期
給
付
に
係

　
　
る
組
合
員
の
給
料
と
掛
金
の
割
合
を
定
め
る
こ
と
、
長
期
給

　
　
付
積
立
金
を
管
理
す
る
こ
と
等
の
事
業
を
行
う
。

　
(
3
)
　
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
に
、
運
営
審
議
会
、
理
事

　
　
長
、
理
事
及
び
監
事
を
置
く
。

　
(
4
)
　
長
期
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
新
た
に
地
方
公

　
　
務
員
共
済
組
合
連
合
会
に
長
期
給
付
積
立
金
を
設
け
る
。
組

　
　
合
は
、
こ
れ
に
充
て
る
た
め
に
、
政
令
で
定
め
る
金
額
を
地

　
　
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
に
払
い
込
み
、
地
方
公
務
員
共

　
　
済
組
合
連
合
会
は
、
組
合
の
請
求
に
基
づ
い
て
長
期
給
付
に

　
　
要
す
る
資
金
を
長
期
給
付
積
立
金
か
ら
組
合
に
交
付
す
る
。

二
、
全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
の
設
立

　
　
(
1
)
　
す
べ
て
の
市
町
村
職
員
共
済
組
合
及
び
す
べ
て
の
都
市
職

　
　
　
員
共
済
組
合
を
も
つ
て
組
織
す
る
全
国
市
町
村
職
員
共
済
組

　
　
　
合
連
合
会
（
市
町
村
連
合
会
）
を
新
た
に
設
け
る
。
　
（
設
立

　
　
　
期
日
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
。
こ
れ
と
同
時
に
、
現
行

　
　
　
の
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
及
び
都
市
職
員
共
済
組
合

　
　
　
連
合
会
は
解
散
す
る
。
）

　
　
　
(
2
)
市
町
村
連
合
会
は
、
構
成
組
合
の
短
期
給
付
、
短
期
給
付

　
　
　
に
要
す
る
財
源
の
計
算
及
び
資
産
の
管
理
に
関
し
構
成
組
合

　
　
　
の
事
務
を
指
導
す
る
こ
と
、
災
害
給
付
積
立
金
を
管
理
す
る

　
　
　
こ
と
、
福
祉
事
業
を
行
う
こ
と
等
の
事
業
を
行
う
。

　
　
(
3
)
　
当
分
の
間
、
市
町
村
連
合
会
は
、
(
2
)
の
事
業
の
ほ
か
、
市

　
　
　
町
村
職
員
共
済
組
合
の
短
期
給
付
に
係
る
財
政
調
整
事
業
及

　
　
　
び
長
期
給
付
に
係
る
事
務
の
指
導
等
の
事
業
を
行
う
こ
と
が

　
　
　
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
二
　
定
年
等
に
よ
る
退
職
を
し
た
者
に
係
る
長
期
給
付
の
特
例
等

　
　
に
関
す
る
事
項

　
一
、
特
例
継
続
組
合
員
制
度
の
創
設

　
　
　
定
年
等
に
よ
り
退
職
し
、
退
職
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有

　
　
し
な
い
者
で
退
職
前
の
組
合
員
期
間
が
十
年
以
上
あ
る
等
の
一

　
　
定
の
要
件
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
退
職
後
も
引
き
続
き



　
　
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
を
適
用
さ
れ
る
特
例
継
続
組
合
員
と

　
　
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
退
職
年
金
等
の
特
例

　
　
　
定
年
等
で
退
職
し
、
退
職
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
も
た
な

　
　
い
者
が
、
退
職
前
の
四
十
歳
以
上
の
組
合
員
期
間
が
十
五
年
以

　
　
上
あ
る
等
の
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
の
者
又
は
そ

　
　
の
遺
族
に
対
し
特
例
退
職
年
金
等
を
支
給
す
る
。

第
三
　
施
行
期
日

　
　
第
一
の
措
置
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
第
二
の
措
置

　
は
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
は
、
地
方
公
務
員
共
済
組

　
合
の
長
期
給
付
に
関
し
、
そ
の
業
務
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
図

　
る
た
め
、
新
た
に
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
を
設
け
る
こ
と
、

　
連
合
会
の
事
業
と
し
て
、
組
合
員
の
掛
金
率
の
決
定
、
長
期
給
付
積

　
立
金
の
管
理
、
各
組
合
に
お
い
て
不
足
す
る
長
期
給
付
資
金
の
交
付

　
等
を
行
わ
せ
る
こ
と
、
地
方
公
務
員
の
定
年
制
の
実
施
に
伴
い
、
定

　
年
等
に
よ
る
退
職
者
の
う
ち
、
何
ら
の
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し

　
な
い
者
に
対
し
て
長
期
給
付
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
を
主
な

内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
年
金
財
政
の
見
通
し
、
公
的
年
金
の

改
革
の
あ
り
方
、
連
合
会
の
組
織
及
び
運
営
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案

は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
以
上
御
報
告
い
た
し
ま
す
。
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